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● 豊臣秀吉豊臣秀吉豊臣秀吉豊臣秀吉がががが開開開開いたいたいたいた城下町城下町城下町城下町・・・・港町港町港町港町 伏見桃山時代伏見桃山時代伏見桃山時代伏見桃山時代のののの政治政治政治政治・・・・経済経済経済経済のののの中心地中心地中心地中心地

○○○○ 京都盆地京都盆地京都盆地京都盆地のののの南端南端南端南端 淀川淀川淀川淀川にににに注注注注ぐぐぐぐ桂川桂川桂川桂川・・・・宇治川宇治川宇治川宇治川・・・・木津川木津川木津川木津川のののの合流点合流点合流点合流点 交通交通交通交通のののの要衝要衝要衝要衝

○○○○淀川治水淀川治水淀川治水淀川治水のののの要要要要 秀吉秀吉秀吉秀吉のののの大規模河川改修工事大規模河川改修工事大規模河川改修工事大規模河川改修工事でででで作作作作られたられたられたられた街街街街「「「「伏見伏見伏見伏見」」」」とととと太閤堤太閤堤太閤堤太閤堤

●●●● 城城城城がなくなったがなくなったがなくなったがなくなった江戸期以降江戸期以降江戸期以降江戸期以降もももも大阪大阪大阪大阪とととと京都京都京都京都をををを結結結結ぶぶぶぶ水運水運水運水運でででで隆盛隆盛隆盛隆盛したしたしたした港港港港

○○○○ 江戸期江戸期江戸期江戸期 角倉了以角倉了以角倉了以角倉了以がががが開削開削開削開削したしたしたした新高瀬川新高瀬川新高瀬川新高瀬川 三十石船三十石船三十石船三十石船とととと十石船十石船十石船十石船

○○○○ 昭和期昭和期昭和期昭和期 琵琶湖疏水琵琶湖疏水琵琶湖疏水琵琶湖疏水（（（（鴨川運河鴨川運河鴨川運河鴨川運河））））をををを開削開削開削開削 大阪大阪大阪大阪-京都京都京都京都-琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖のののの水運水運水運水運

●●●● 名水名水名水名水のののの地地地地 「「「「伏見伏見伏見伏見のののの酒酒酒酒」」」」 月桂冠月桂冠月桂冠月桂冠・・・・黄桜黄桜黄桜黄桜・・・・月月月月のののの桂桂桂桂・・・・神聖神聖神聖神聖・・・・玉乃光玉乃光玉乃光玉乃光・・・・富翁富翁富翁富翁 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

灘灘灘灘のののの「「「「男酒男酒男酒男酒」」」」にににに対対対対してしてしてして『『『『女酒女酒女酒女酒」」」」ともいわれるともいわれるともいわれるともいわれる決決決決めのめのめのめの細細細細かいまろやかなかいまろやかなかいまろやかなかいまろやかな口当口当口当口当たりたりたりたり

●●●● 宇治川宇治川宇治川宇治川のののの対岸対岸対岸対岸にににに広広広広がるがるがるがる広大広大広大広大なななな「「「「巨椋池巨椋池巨椋池巨椋池」」」」のののの干拓干拓干拓干拓

●●●● 幕末幕末幕末幕末 坂本竜馬坂本竜馬坂本竜馬坂本竜馬 寺田屋事件寺田屋事件寺田屋事件寺田屋事件のののの地地地地

慶応慶応慶応慶応2年年年年（（（（1866年年年年））））にににに発生発生発生発生したしたしたした伏見奉行伏見奉行伏見奉行伏見奉行によるによるによるによる坂本龍馬坂本龍馬坂本龍馬坂本龍馬襲撃事件襲撃事件襲撃事件襲撃事件。。。。

京都京都京都京都のののの南端南端南端南端 「「「「伏見伏見伏見伏見」」」」のののの顔顔顔顔

京都盆地の南端に淀川に注ぐ三河川・巨椋池が作る広大な湿地を秀吉が大土木工事を実施し、政治・経済

の中心に変身させた地で、秀吉以降 伏見桃山時代から昭和 そして現在まで 大いに栄えた街である



京都京都京都京都のののの南端南端南端南端 「「「「伏見伏見伏見伏見」」」」のののの顔顔顔顔

● 豊臣秀吉が開いた城下町・港町 伏見桃山時代の政治・経済の中心地

○ 京都盆地の南端 淀川に注ぐ桂川・宇治川・木津川の合流点 交通の要衝

○淀川治水の要 秀吉の大規模河川改修工事で作られた街「伏見」と太閤堤

● 城がなくなった江戸期以降も大阪と京都を結ぶ水運で隆盛した港

○ 江戸期 角倉了以が開削した新高瀬川 三十石船と十石船

○ 昭和期 琵琶湖疏水（鴨川運河）を開削 大阪-京都-琵琶湖の水運
● 名水の地 「伏見の酒」 月桂冠・黄桜・月の桂・神聖・玉乃光・富翁 ・・・・・・・・・・

灘の「男酒」に対して『女酒」ともいわれる決めの細かいまろやかな口当たり

● 宇治川の対岸に広がる広大な「巨椋池」の干拓

● 幕末 坂本竜馬 寺田屋事件の地

慶応2年（1866年）に発生した伏見奉行による坂本龍馬襲撃事件。

京都盆地の南端に淀川に注ぐ三河川・巨椋池が作る広大な湿地を秀吉が大土木工事を実施し、政治・経済

の中心に変身させた地で、秀吉以降 伏見桃山時代から昭和 そして現在まで 大いに栄えた街である

●●●● 伏見伏見伏見伏見 中書島中書島中書島中書島 伏見港伏見港伏見港伏見港のあったのあったのあったのあった地地地地

現在の京阪中書島駅を中心とした地域であり、南北に竹田街道が通っている。

四方を川（南は宇治川、三方は濠川）に囲まれており、かつて島であった名残をとどめている。

文禄年間、中務少輔の職にあった脇坂安治が宇治川の分流に囲まれた島に屋敷を建

て住んだことから「中書島」の名前が生まれたとされる。 豊臣秀吉によって開発され武

家屋敷が立ち並ぶようになったが江戸時代前期に荒廃したが、

その後、伏見城下にあった遊廓が移転され、繁栄するようになる。

酒の名所であるために遊びに来る人が多く、また、宇治川に近く、交通の便が良い中

書島は遊廓であると同時に花街でもあり、祇園をしのぐほどの名妓を輩出してきた。明

治末期には京阪電車が開通し、ますます栄えるようになったという。

ところで、こんな過去を持つ場所であり、年配の関西人には なじみの名前であるが、

現在は普通の住宅地であり、花街、遊廓時代の面影はほとんどない。

また、 「中書島」の地名は残っておらず、京阪電車の駅類として残るのみ。

これも 時代の流れか・・・・



伏見伏見伏見伏見

●●●●伏見港伏見港伏見港伏見港

旧巨椋池旧巨椋池旧巨椋池旧巨椋池

桂川桂川桂川桂川

宇治川宇治川宇治川宇治川

木津川木津川木津川木津川

加茂川加茂川加茂川加茂川

御

所

御

所

御

所

御

所

京京京京

都都都都

駅駅駅駅





伏見港伏見港伏見港伏見港はははは秀吉秀吉秀吉秀吉によってによってによってによって作作作作られたられたられたられた人工人工人工人工のののの城下町城下町城下町城下町・・・・港町港町港町港町





伏見港伏見港伏見港伏見港

水運 伏見港の要 「高瀬川」と琵琶湖疏水（鴨川運河）



伏見港公園伏見港公園伏見港公園伏見港公園
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旧伏見港旧伏見港旧伏見港旧伏見港のすぐのすぐのすぐのすぐ東側東側東側東側 京阪中書島駅京阪中書島駅京阪中書島駅京阪中書島駅 2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.

すぐすぐすぐすぐ前前前前のののの丘丘丘丘がががが伏見港公園伏見港公園伏見港公園伏見港公園 このこのこのこの丘丘丘丘をををを奥左奥左奥左奥左にににに回回回回りこむとりこむとりこむとりこむと 公園整備公園整備公園整備公園整備されたされたされたされた伏見港伏見港伏見港伏見港 濠川濠川濠川濠川のののの岸岸岸岸にににに出出出出たたたた
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南側南側南側南側 濠川濠川濠川濠川のののの宇治川出口方面宇治川出口方面宇治川出口方面宇治川出口方面 左左左左::::三栖洗堰三栖洗堰三栖洗堰三栖洗堰 右右右右::::三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門

濠川東岸濠川東岸濠川東岸濠川東岸よりよりよりより水路水路水路水路のののの上流上流上流上流 伏見伏見伏見伏見のののの町町町町・・・・京都側京都側京都側京都側
木橋木橋木橋木橋のののの向向向向こうにこうにこうにこうに京阪京阪京阪京阪のののの鉄橋鉄橋鉄橋鉄橋がががが見見見見えるえるえるえる伏見港



伏見港伏見港伏見港伏見港のののの出口出口出口出口 左左左左::::三栖洗堰水門三栖洗堰水門三栖洗堰水門三栖洗堰水門 右右右右::::三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門のののの入口入口入口入口



木橋木橋木橋木橋をををを渡渡渡渡ったったったった対岸対岸対岸対岸からからからから伏見港水路全景伏見港水路全景伏見港水路全景伏見港水路全景 インターネットインターネットインターネットインターネットよりよりよりより



木橋木橋木橋木橋をををを渡渡渡渡ってってってって 対岸対岸対岸対岸をををを宇治川宇治川宇治川宇治川へのへのへのへの出口出口出口出口 三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門へへへへ 2012.5.15.









三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門 伏見港側伏見港側伏見港側伏見港側

2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.



伏見港伏見港伏見港伏見港 宇治川出口宇治川出口宇治川出口宇治川出口にににに設設設設けられたけられたけられたけられた三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門

１９２９（昭和４）年に宇治川の改修を行った際に、宇治

川の堤防が整備され、宇治川の水位が下がり、宇治川

と濠川に水位差が生じたために、宇治川との舟運連絡

を図るために伏見港と宇治川を結ぶ施設として設けら

れた土木構造物。

２つのゲートで閘室内の水位を調節し、水位の違う濠

川と宇治川を連続させて、船を通す施設です。

昔は、たくさんの船が閘門を通って、伏見と大阪の間を

行き来していた。

現在、道路や鉄道の発達で、交通路としては利用され

ていないが、地域との関わりが深く、歴史的にも大変

貴重な施設で地域のランドマークとなっている。

三栖閘門と三栖閘門資料館





三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門 産業技術遺産探訪 2004.8.7.より

http://www.gijyutu.com/ooki/tanken/tanken2004/misu-koumon/misu-koumon.htm

三栖閘門 前扉室 （伏見港水路側） 三栖閘門・後扉室（宇治川側）

◎◎◎◎ 三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門バイパスゲートバイパスゲートバイパスゲートバイパスゲート（（（（前扉前扉前扉前扉））））

三栖閘門・前扉室 閘門ゲート 八幡製鉄所の表示

型式 鋼製スライドゲート 門数 ２門

扉体幅 １．６４０ｍ 扉体高 １．４８０ｍ

揚程 １．２００ｍ 扉体重量 ０．６８７ｔ

設置年月 昭和６２年３月 製作 近畿設備株式会社

◎◎◎◎ 三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門・・・・後扉室側後扉室側後扉室側後扉室側のののの旧巻上機旧巻上機旧巻上機旧巻上機



伏見港伏見港伏見港伏見港からからからから宇治川宇治川宇治川宇治川へのへのへのへの出口出口出口出口 三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門 現在現在現在現在はははは宇治川宇治川宇治川宇治川のののの水位水位水位水位がががが下下下下がりがりがりがり使使使使われていないわれていないわれていないわれていない





もうもうもうもう閘門閘門閘門閘門はははは動動動動いていませんがいていませんがいていませんがいていませんが、、、、閘門内閘門内閘門内閘門内のののの船着場船着場船着場船着場からからからから 伏見港水路伏見港水路伏見港水路伏見港水路にににに出出出出てきたてきたてきたてきた観光十石舟観光十石舟観光十石舟観光十石舟 2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.



三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門のののの南側南側南側南側 宇治川宇治川宇治川宇治川のののの向向向向こうにはこうにはこうにはこうには 旧旧旧旧
巨椋池巨椋池巨椋池巨椋池がががが埋埋埋埋めめめめ立立立立てられててられててられててられて出来出来出来出来たたたた広広広広々々々々としたとしたとしたとした田田田田
園地帯園地帯園地帯園地帯がががが広広広広がっていましたがっていましたがっていましたがっていました 2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.



三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門のののの南側南側南側南側

宇治川宇治川宇治川宇治川のののの向向向向こうにはこうにはこうにはこうには 旧巨椋池旧巨椋池旧巨椋池旧巨椋池がががが埋埋埋埋めめめめ立立立立てられててられててられててられて出来出来出来出来たたたた広広広広々々々々としたとしたとしたとした田園地帯田園地帯田園地帯田園地帯

またまたまたまた、、、、京都京都京都京都へへへへ伸伸伸伸びるびるびるびる宇治川基撰山発電所宇治川基撰山発電所宇治川基撰山発電所宇治川基撰山発電所からのからのからのからの送電線送電線送電線送電線がががが川川川川をわたってゆくをわたってゆくをわたってゆくをわたってゆく

2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.









三栖洗堰三栖洗堰三栖洗堰三栖洗堰 2012.5.15.
三栖閘門と対をなす三栖洗堰

濠川の水量調節に今も働いている。

現在の宇治川と洗堰の位置関係 落差の大きさにびっくり。

これは、上流側に設けられた関西の大水甕で天瀬ダムの完
成で水位・水量が大幅に落ちたためと見える。

この宇治川の水量低下で 三栖閘門の機能は失われ、

現在 宇治川から伏見の港・水路に直接船で入ることは出来
ない。





三栖閘門三栖閘門三栖閘門三栖閘門とととと三栖洗堰三栖洗堰三栖洗堰三栖洗堰のののの間間間間のののの三角島三角島三角島三角島にににに立立立立つつつつ三栖資料館三栖資料館三栖資料館三栖資料館 伏見港伏見港伏見港伏見港・・・・閘門閘門閘門閘門のののの歴史資料歴史資料歴史資料歴史資料をををを展示展示展示展示 2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.















伏見港公園伏見港公園伏見港公園伏見港公園
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伏見港伏見港伏見港伏見港 京橋京橋京橋京橋

歴史の詰まった酒蔵の街

伏見を歩く

2012.5.15.







京阪京阪京阪京阪のののの鉄橋鉄橋鉄橋鉄橋をくぐってをくぐってをくぐってをくぐって 濠川沿濠川沿濠川沿濠川沿いをいをいをいを北北北北へへへへ

2012.5.15.







宇治川派流宇治川派流宇治川派流宇治川派流とのとのとのとの分岐点分岐点分岐点分岐点 角倉了以角倉了以角倉了以角倉了以のののの碑碑碑碑があるであいがあるであいがあるであいがあるであい橋橋橋橋 2012.5.15.













宇治川派流宇治川派流宇治川派流宇治川派流 京橋京橋京橋京橋とととと蓬莱橋蓬莱橋蓬莱橋蓬莱橋のののの間間間間のののの寺田屋浜寺田屋浜寺田屋浜寺田屋浜にににに「「「「竜馬竜馬竜馬竜馬おおおお龍龍龍龍」」」」のののの碑碑碑碑 2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.



伏見伏見伏見伏見のののの商店街商店街商店街商店街 竜馬通竜馬通竜馬通竜馬通りにかかるりにかかるりにかかるりにかかる 蓬莱橋蓬莱橋蓬莱橋蓬莱橋 2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.

水路沿水路沿水路沿水路沿いのいのいのいの道道道道をあがりをあがりをあがりをあがり、、、、伏見伏見伏見伏見のののの街街街街をすぐをすぐをすぐをすぐ横横横横のののの寺田屋寺田屋寺田屋寺田屋へへへへ



坂本竜馬坂本竜馬坂本竜馬坂本竜馬がががが襲撃襲撃襲撃襲撃されたされたされたされた寺田屋寺田屋寺田屋寺田屋 2012.5.15.



坂本竜馬坂本竜馬坂本竜馬坂本竜馬がががが襲撃襲撃襲撃襲撃されたされたされたされた寺田屋寺田屋寺田屋寺田屋 2012.5.15.





伏見伏見伏見伏見のののの酒蔵酒蔵酒蔵酒蔵のののの界隈界隈界隈界隈 2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.



伏見伏見伏見伏見のののの街中街中街中街中 酒蔵酒蔵酒蔵酒蔵のののの界隈界隈界隈界隈 2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.2012.5.15.











月桂冠月桂冠月桂冠月桂冠 大倉記念館大倉記念館大倉記念館大倉記念館 正面正面正面正面 2012.5.15.



月桂冠月桂冠月桂冠月桂冠 大倉記念館大倉記念館大倉記念館大倉記念館 2012.5.15.



大倉記念館大倉記念館大倉記念館大倉記念館のののの裏裏裏裏 弁天浜弁天浜弁天浜弁天浜にあるにあるにあるにある 十石舟乗十石舟乗十石舟乗十石舟乗りりりり場場場場 2012.5.15.













丹波橋近く 下板橋通りを東から西へ疎水を渡ると酒造工場の前に

薩摩島津藩伏屋敷跡 寺田屋から脱出した坂本竜馬が逃げ込んだところ



伏見の濠川北部・疎水の町並みの中に 秀吉の時代 商人町として栄えた「尼崎」「堺」の名を見つける

東堺町東堺町東堺町東堺町 玉乃光酒造玉乃光酒造玉乃光酒造玉乃光酒造



<< << << << 秀吉秀吉秀吉秀吉のののの味噌味噌味噌味噌すりすりすりすり 尼崎尼崎尼崎尼崎 寺町寺町寺町寺町のののの廣徳寺廣徳寺廣徳寺廣徳寺にあるにあるにあるにある石碑石碑石碑石碑 >>>>>>>>

明智光秀を追討する秀吉は、尼崎で軍勢から離れ一人になってしまう。

明智勢から身を隠すため駆け込んだのが当時大物にあった廣徳寺。

髪の毛を剃り落とし僧に化け、台所で味噌をするという迫真の演技で

敵をやりすごしたという。

『絵本太閤記』に記された逸話だが、史実として明らかではない。

寺町寺町寺町寺町のののの廣徳寺廣徳寺廣徳寺廣徳寺にあるにあるにあるにある石碑石碑石碑石碑

瀬戸内海を通して西国から都へ輸送されるさまざまな物資が往来し、なかでも京や奈良

の巨大社寺を造営する材木を西国から運ぶ中継港として、大物や尼崎の港は大いに栄

えるとともに、大覚寺や本興寺を中心にそれぞれ寺内（境内）や門前に町屋を展開し、独

立した町と寺社門前の集合体として堺とともに 中世日本有数の自治都市となった。

この頃の尼崎は港町として、船頭・水主や、陸上の物資を運ぶ馬借などがいただろう。

また、米、塩、油、材木などが海上ルートから入ってきたと考えられ、これらを保管する土

倉（倉庫業者しばしば高利貸業も）その他の商人や手工業者 そして僧侶や武士も居住

し、また漁民や農民も少なくなかったと推定される。 こうした都市住民が結集して、都市

共同体を形成していたと考えられている。

堺とともに尼崎は中世の末から豊臣時代にかけて、

港町・寺内町として栄えた日本有数の自治都市だった

絵本太功記絵本太功記絵本太功記絵本太功記・・・・十段目尼崎十段目尼崎十段目尼崎十段目尼崎のののの段段段段はははは脚色脚色脚色脚色があるとがあるとがあるとがあると思思思思っていましたがっていましたがっていましたがっていましたが、、、、
このこのこのこの話話話話はははは小小小小さいさいさいさい時時時時からからからから史実史実史実史実とととと思思思思っていましたっていましたっていましたっていました。。。。

どうもどうもどうもどうも そうでないらしいそうでないらしいそうでないらしいそうでないらしい。。。。

秀吉伏見築城秀吉伏見築城秀吉伏見築城秀吉伏見築城のののの折折折折りりりり、、、、堺堺堺堺やややや尼崎尼崎尼崎尼崎のののの職人職人職人職人たちがたちがたちがたちが伏見城下伏見城下伏見城下伏見城下にににに移移移移されされされされ、、、、

彼彼彼彼らのらのらのらの住住住住むむむむ町町町町がががが、、、、今今今今もももも尼崎町堺町尼崎町堺町尼崎町堺町尼崎町堺町のののの地名地名地名地名がががが伏見伏見伏見伏見にににに残残残残っているっているっているっている。。。。



濠川濠川濠川濠川がががが直角直角直角直角にににに東東東東へへへへ曲曲曲曲がりがりがりがり、、、、疎水疎水疎水疎水（（（（東高瀬川東高瀬川東高瀬川東高瀬川））））となるとなるとなるとなる角角角角にあるにあるにあるにある竹田街道竹田街道竹田街道竹田街道 聚楽橋聚楽橋聚楽橋聚楽橋のののの北岸北岸北岸北岸へへへへ出出出出るとるとるとると街歩街歩街歩街歩きもおわりきもおわりきもおわりきもおわり

聚楽橋を渡ったところ まっすぐ北へ竹田街道が続く 2012.5.15.



おわりおわりおわりおわり 2012.5.15.

by Mutsu Nakanishi


